
 

令和２年度 第３回真庭市総合計画審議会 会議次第 

 

日 時：令和２年９月２４日（木） 

          １８時３０分～ 

場 所：勝山文化センター３Ｆコミュニティルーム 

 

１ 開  会 

 

２ 会長挨拶 

    

３ 議  題 

①【報告】前回のご指摘を踏まえた考え方・方向性 等（資料１）（資料２） 

②真庭市人口ビジョン（案）について（資料３） 

③真庭市まち・ひと・しごと創生総合戦略（素案）について（資料４） 

④第２次真庭市総合計画（基本計画）改訂（案）について（資料５） 

 

４ その他 

 

５ 副会長挨拶 

 

６ 閉 会 

 

 

 

 

【資料】 

資料１：第２回総合計画審議会での委員からのご指摘を踏まえた考え方・方向性 

資料２：市民ワークショップ結果概要 

資料３：真庭市人口ビジョン（案） （2015 年国勢調査を反映） 

資料４：真庭市まち・ひと・しごと創生総合戦略（素案）について 

資料５：第２次真庭市総合計画（基本計画）改訂（案）について 



番号 分野 代表者氏名 ふりがな 性別 団体名 備考

1 農業 岡田　茂樹 おかだ　しげき 男 ＪＡ晴れの国岡山

2 バイオマス 大月　隆行 おおつき　たかゆき 男 真庭バイオマス産業杜市推進協議会

3 林業 鳥越　康生 とりごえ　やすお 男 真庭森林組合

4 商工業 山下　豊 やました　ゆたか 男 真庭商工会

5 観光 佐山　修一 さやま　しゅういち 男 （一社）真庭観光局

6 都市計画 矢谷　光生 やだに　てるお 男 真庭市都市計画審議会

7 医療 池田　文昭 いけだ　ふみあき 男 真庭市医師会

8 福祉 三船　昌行 みふね　まさゆき 男 真庭市民生委員児童委員協議会

9 福祉 松浦　躬行 まつうら　みゆき 男 真庭市社会福祉協議会

10 保健 杉本　喜美恵 すぎもと　きみえ 女 真庭市愛育委員会

11 教育・子育て 大橋  彰人 おおはし　あきひと 男 真庭市ＰＴＡ連合会 欠

12 教育 西本　憲弘 にしもと　のりひろ 男 真庭市中学校校長会

13 文化 福島　啓介 ふくしま　けいすけ 男 (公財)真庭エスパス文化振興財団 欠

14 若者 金定　延昌 かねさだ　のぶまさ 男 （一社）真庭青年会議所

15 防災 小松　美行 こまつ　みゆき 男 自主防災組織連絡協議会 欠

16 加戸　義和 かど　よしかず 男 北房まちづくり株式会社 欠

17 加納　容子 かのう　ようこ 女 ＮＰＯ法人　勝山町並み委員会

18 大美　康雄 おおみ　やすお 男 真庭なりわい塾

1 有元　均 ありもと　ひとし 男 総合政策部長

2 樋口　竜悟 ひぐち　りゅうご 男 総合政策課長

3 有富　基高 ありとみ　もとたか 男 総合政策課　主幹

4 富永　翼 とみなが　つばさ 男 総合政策課　主査

5 難波　吉伸 なんば　よしのぶ 男 総合政策課　上級主事

6 田島　吉章 たしま　よしあき 男 総合政策課　上級主事

真庭市総合計画審議会委員名簿（第3回出席者）

事務局

傍聴

勝山高校３年生、３名

まちづくり



第２回総合計画審議会での委員からのご指摘を踏まえた考え方・方向性

ご指摘 考え方・方向性
（人口ビジョンについて）

1 人口動態の中で、目標と推計が混在している気がするからわからなくなる。きちんと
共有した中で色々な施策を積み上げていくことが重要。

人口目標は、現計画の2040年34,000人は変わっていません。
人口ビジョンでは、社人研による推計を基本とし、「出生」と「移動」に関して、先の「目指すべ
き将来の方向」を踏まえた施策を展開することにより試算する市独自試算を行っています。
その市独自試算は、2040年に34,867人と推計しています。
【人口ビジョンＰ15】

2
人口構造バランスを人口が減る状態で一定にするということは可能なのか。出て
いってしまう人が多いと老齢者がほとんどになってしまうのではないか。どのような施策
をすればこれを食い止められるか、見当がつかない。

子育て環境等の整備による出生率を上昇させ、年間出生数を250人～300人程度に維
持すること。
女性の人口増加に重点を置き、若年層、青年層、子育て世代の転入増加を図ること。
により人口構造バランスの安定化を目指します。
【人口ビジョンＰ14】

3
今のビジョンで掲げる2040年に34,000人を維持するということは希望的観測で
あってもっと減るのではないかと思う。東京一極集中の是正といっても、東京がいい
と思っているのは今も昔も変わらないと思う。

社人研推計では、2040年約32,800人となっているが、今回掲げるアクションプランの着実
な実施により、2040年34,867人と試算しており、目標の34,000人を上回ることができると
考えております。
【人口ビジョンＰ15】

4
高校に上がるときに、岡山市内の高校に行く人がけっこういる。そのまま、大学・就
職と県外にいってしまう。もっと地元の高校が頑張ってほしい。岡山市内には特徴の
ある高校が多いのも出ていく要因。高校の魅力アップも必要。

国の第２期総合戦略にも「基礎自治体と高校との連携を促進し、地域課題の解決等の探
究的な学びによる地元で暮らすことの魅力や地元企業の魅力等が若者に浸透するよう地域
社会全体で取り組みを推進する」と記載されています。
市としても高校連携を促進し、高校の魅力化を図っていきたいと考えています。8月7日には
市内4校地合同の高校生ワークショップを開催し,118名の生徒の参加があり、生徒からは悲
壮感はなく、地域を良くしたいとの思いが強く感じられました。他校の生徒との交流はなかなか
できるものではないなど生徒・先生から好評でした。
様々な機会を通じて、地域としてどのような子どもを育てるのか、何を実現するのか目標やビ
ジョンを地域住民と共有していきたいと考えています。
【総合計画（教育・文化・福祉・芸術）】
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5
15歳まで地元にいた方と18歳まで地元にいた方の最終的に地元に帰ってくる率は
違う。ぜひ地元の高校に行ってほしい。そのためには中学までの地元学習も重要で
あると思う。

小さいころからの地元学習は非常に重要であると考えています。そのために、地域と一体となっ
て子どもを育む「地域とともにある学校」づくりを進めていきます。
【総合計画（教育・文化・福祉・芸術）】

6 親が地域を愛しているかどうかで大きく関わっており、そこが違ってくると思う。

「郷育」（ふるさとを知り、ふるさとへの思いを育てる ）の推進を通して、子供だけでなく、親も
地域を愛することを育んでいきたいと考えています。そのために、総合計画には、子育ての欄で
はなく、生涯学習の欄に郷育を明記し、地域全体で育んでいきたいと考えています。
【総合計画（教育・文化・福祉・芸術）】

（全体的な方向性について）

7
今のビジョンは格調が高すぎる。格調高いので地域の人々には実感がわかないとい
うこともあるのではないか。地域に落としこんで自分たちに実感として感じられるよう
なものにしていくのがいい。

WSなどを通じた市民ニーズをアクションプランに落とし込んで示していくことで、どのようなことが
実施されていくのかわかるようなかたちでしめしていきます。

8

15歳から24歳の女性の人口が最重要課題であるのに、総合戦略の中には、文
面が見えないのが残念。ここは昔から言われていること。高校で出て大学卒業した
ら帰ってきてねというのは、昔から問題視しているのに結局、問題となって残ってい
る。

「人口ビジョン」に記述し政策ターゲットを絞っています。行政としては基本的には全ての人に
対する施策ということで実施してきましたが、今回、特に若者・女性といった重点的なターゲッ
トを絞っていくこととするのは、戦略の中でも示しアクションプランで具体策を出していきます。
【人口ビジョンＰ14】

9

関係人口は人口の定義を変える言葉だと思っている。エストニアではネット上の人
口というということがある。ネット上で会社を登録すると関税が免除されるという仕組
みがある。そういう取り組みも真庭市の関係人口の取り組みのひとつとして広めて、
登録すると真庭市民と同等のサービスを提供していくといのはどうか。まずは真庭市
を知ってもらうことが必要である。

新しい言葉である、「関係人口」については、積極的に評価を行い（定住人口だけでなく、ま
ちへの貢献）とリクルート活動の強化（フェイスとフェイスの関係づくり等）にも繋げていき、総
合戦略にも明記したいと考えています。
関係人口における市民と同等のサービスの提供については、税の負担や地方自治制度にも
関わる問題でもありますので慎重に検討していきたいと考えています。
【総合戦略「ひととのつながりを築き、真庭への新しいひとの流れをつくる」】

10 若い方は濃密な人間関係がいやだという人も多いと思う。それを逃れるために出て
いってしまうのもあるのではないか。それを解決するのは難しい。

推進本部会議でも同様の意見が出ています。一方、真庭市の生活は充実しているという移
住者のお母さんも多いことはワークショップを開催しても多くの声があがっています。幸せな人生
が送れる選択肢の幅が広がる地域をつくっていきたいと考えています。
【総合計画　施策推進の柱（６）】



（各部会の状況について）

11
イメージ戦略は大事。豆原さんがスター街道を進んでいる。また、オートバイレー
サーとして松岡さんが頑張っている。こういう方々のチカラも借りながら露出を増やし
ていくと真庭市のイメージも高くなっていくのではないか。

真庭出身のスターには、芸能事務所等の関係もあり簡単には連携できるものではないが、可
能な範囲で露出していただきたいと思っています。なお、松岡さん、豆原さんには広報誌で特
集記事を記載させていただいたところ、市外の方々から広報誌を送ってほしいという連絡もあり
ました。
引き続き、様々な方々とともに「誇りある真庭暮らしを発信」していきたいと考えています。
【総合戦略Ｐ８】

12 若い人は稼ぎがないと残れない。親や誰かに依存して生活していくことはできない。
稼げる地域を持続するというのが大事だと思う。

総合戦略の基本目標１にあるように、「稼ぐ地域をつくるとともに、安心して働けるようにする」
ことを目指し地域全体の魅力を高めていきたいと考えています。
【総合戦略Ｐ７】

13
第一次産業は基盤であり非常に大事なポイントであり、このままいったら守れない。
その基盤を真庭ライフスタイルに対して、具体的に何をやるのかしっかりと立て直して
ほしい。

中山間地域にとっては、第一次産業は主要産業と位置づけて重要であると考えている。外か
らの新規就農者の獲得など、引き続き、様々な関係者とともに第一次産業の振興を図って
いきたいと考えています。
【アクションプラン「稼ぐ地域をつくるとともに、安心して働けるようにする」】

14 愛育委員も出向いて生徒に結婚・出産・子育ての大切さについて伝えることをしよ
うと思っている。また、イクメン制度を真庭でも普及させてほしい。

子供に直接伝えることは非常に重要であり、真庭市でも様々な出前授業を実施しています。
イクメン制度については、女性目線の施策の充実の観点からも重要なものであるので、検討
していきたいと思います。

15 真庭市の教育予算は充実していると感じる。他の市にはない点が多い。 教育は施策推進の大きな柱としている。引き続き教育環境の充実に努めていきます。

16
いのちふれあい事業については、廃止されることとなっている。大切な事業であると
思うし、まだ全校で実施ということになっていない。また、対象を広げて小学校ではで
きないのか。

「いのちふれあい事業」については、アクションプランから除き通常の事業として継続を考えてい
たが、委員のご指摘を踏まえ、アクションプランに掲載し推進していくことで検討中です。

17 医療業界でも出生数の減少が大きな課題。出生数が少ないと産科・小児科が成
り立たない。

人口ビジョンの中で示しているように、女性目線の施策の充実等により、出生数を年間250
人～300人程度で推移させていきたいと考えています。
【人口ビジョンＰ14】

18
職場の若い方が育児休暇を取るということを聞いてびっくりした。びっくりしたというの
があってはだめだと思う。これが当たり前になるように職場の意識も変えていかなけれ
ばならない。家族全体で子育てをするということが重要

女性目線の施策の充実の観点からも、職場・家庭・地域における「ワーク・ライフ・バランス」の
実現に向けた啓発や施策・事業を進めていきます。
【総合計画（誇りと責任）】
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市民ワークショップ結果概要

総合計画の改訂、総合戦略の策定に市民の意見を取り入れるために、下記のテーマでワークショップ
を開催しました。 その結果概要は下記のとおりです。

１．４校地合同高校生ワークショップ
テーマ：①子育て環境②医療体制③仕事場④普段の生活・住居・商業施設
8月 7日（金） 参加者：118名（えんたくんを活用して 21班に分かれて意見交換）

２．雇用創出部会ワークショップ
テーマ：ＵＩＪターンを経験した方々の真庭市における雇用創出についての現状と課題
７月20日（月） 参加者：20名

３．交流定住部会ワークショップ
テーマ：農山村の空き家活用について
7月 16日（木） 参加者：25名

出された意見
・高校生は真庭市の抱える課題を的確に把握している。
・高校生の意見に悲壮感は無く、真庭市に好意を持っており、地域をよくしたいとの思いがある。
・そのため、高校生の意見は概ね前向きである。その理由は、若さゆえの楽観性、SNS 等により地域と
しての孤立感が少ない、または、真庭を離れる気軽さがある等が考えられる。

・4 つのテーマ毎に意見交換したが、4 つのテーマで共通する意見（方策）は以下のとおりである。
①交通の利便性確保
②若者が集まれる場所の確保・整備・誘致
③昔からの風習にとらわれず、田舎のよさを逆手に取るという「新しい価値観」の創出を目指す

出された意見
・新しいモノや刺激が少ないといった課題があるものの、そこまでの田舎ではなく、生活をするには不便が
ない

・都会にはない「ゆるさ」があり、若者がチャレンジできる土壌があるので、そこを伸ばしたい。
・市内外の多くの若者が農業に興味を持っているが、取っ掛かりがないことや、ハードルが高いため挫折
する人が多く、市の資源を活用しきれていない。

・子どもの頃からの“良い”教育が必要となる。
・「課題」より「強み」が多くある

出された意見
・美甘地域に住んでいる 10人家族の方は、「地域のつながりがよく、周辺住民の方々が、様々なことを
手助けしてくれており、地域になじめている」とおっしゃっていた。

・二川地域では、空家所有者の内、無償で譲渡しても良いという方が、ホームページに記載の 7軒の
空き家の内、2軒が無償でよいと言われている。

・空家予備軍について、2年、3年後に空き家になりそうな家について、各家庭で元気なうちに、将来の
ことや相続等について相談を進めることが重要である。
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テーマ：ままははミーティング（子育て世代の女性の視点からの真庭市の今後の取組）
令和２年７月 18日(土) 参加者：12名

４．子育て・教育部会ワークショップ
テーマ：①子育てにやさしいまち②真庭の魅力を生かす子どもと大人の共育
7月 20日（月） 参加者：13名

５．まちづくり部会ワークショップ
テーマ：①真庭の顔づくり②空き家・農地など土地利用③新たな公共交通体制の構築
7月 17日（金） 参加者：

出された意見
・子どもたちが、地域の皆さんに挨拶する習慣（帰りました！）など、地域での子育て環境に恵まれて
いる。一方、近所の方との距離感が近すぎて、都市とのギャップに戸惑うこともある。

・子どもの遊び場として、自然環境は豊かな反面、身近な公園が少ない。また、小児科や整形外科、
夜間診療などの専門医療の不足や、緊急時に誰に相談したら良いか知らない。

・大人たちが、「真庭には何もない」と言い過ぎ、もっと真庭の良いところを伝えていく必要がある。小学
校単位で「わが町探索」などを行っているが、全市での紹介や情報発信も必要である。

・様々な情報があふれる中、必要な情報が入手できない、情報が届かないことが多々ある。

出された意見
・歩いて行ける場所に公園が無い、水で遊べる公園が欲しい等の使える公園が少ない
・産後ケアのサポート情報や産婦人科の情報等をもっと知らせて欲しい
・真庭市の魅力を生かした自然の中での教育や子どもが常識に捕らわれず、柔軟は発想で教育を受け
ることができる環境づくりが必要

・地域力を生かし「真庭でしかできないこと」を考えることや、食文化を生かした食育の充実等が必要

出された意見
・「玄関口となる駅」、「高速道路の IC」、「公衆トイレ」の共通事項として、地元住民やボランティアによ
る適正な維持管理が不可欠であり、助成や表彰制度などの意識啓発や活動支援に加え、地域づく
りの一環としての展開が必要

・所有者自身ががまちづくりや空家、農地活用に理解を高める仕組づくりが必要である事、「人材育
成」として地域を知るコーディネーター育成や行政と地元の正しい情報共有など【地域ごとで最適に
空家や・土地を活用できる体制と組織づくり】が最も重要

・高齢化対策として、乗合タクシーの運行や病院への移動の利便性向上、介護関係者を運ぶ役割な
どを期待する

・貨客混載の取り組みをさらに発展させ、移動販売や食料品の配達等により買い物難民の解消を推
進する取り組みを求める

・未来に向けてはスマートフォンによる予約システムや自動運転といった新しい技術に期待する
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ふるさと真庭を考える！高校生ワークショップ

時間 令和２年８月７日（金） 14:00～17:00
会場 勝山スポーツセンター
テーマ ｢未来を担う高校生が考える理想の未来の真庭」

１．当時の状況
猛暑日の中、勝山高校、勝山高校蒜山校地、真庭高校久世校地、真庭高校落合校地から総勢118名
が参加し、検温やマスクの着用、アルコール消毒等の新型コロナ対策に対する行い高校生ワークショップが開催
しました。

２．開会・市長あいさつ
真庭市が SDGs の最先端を走っているということも意識しながら、これからの真庭市のありかたを若い皆様の

頭で考えていきたい。これまでの既成概念を崩し、大人たちの価値観を正して、新しく新鮮な意見をお願いしま
す。

３．ワークショップ
参加者118名の学生は、２１班（１班あたり５～６人）に分かれ、高校生に事前に確認した興味のある

分野を中心に「えんたくん」を活用して議論しました。
テーマ：①子育て環境 ②医療体制 ③仕事場 ④普段の生活・住居・商業

４．各班の意見結果
①子育て環境
1-A班 理想と課題 育休産休男性も、転職しやすい、交通の便が良い、娯楽施設の充実

仕事場に保育園施設
提案 ボランティアで元保育士の人に来てもらう（仕事場に）、お金が必要、上の人

が積極的にすすめる、転職先を探す
キャッチフレーズ 協育～みんなで支え合う地域づくり～

1-B班 理想と課題 遊ぶところが少ない、少子化、イベントをふやす、公園が少ない、
地域の行事を増やす、子どもが少ない、娯楽施設が多いとよい
子どもたちのにぎやかさがない、地域の高齢者との関わりが少ない

ワーキングの様子 発表の様子 学生からの意見

00001848
タイプライターテキスト
資料２－２
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②医療体制

少子化、アミューズメント施設
提案 大人だけではなく子どもも楽しめるイベントをつくる、情報の拡散

大人も子どもも楽しめるアスレチック、木材を使った公園、SNS など
子どもたちが行きたくなるような公園等を造る、伝統行事、親子で楽しめる公
園
参加したいと思えるようなイベントをつくる、自然をテーマにした遊園地、野外フ
ェス

キャッチフレーズ みんなおいでよ！老若男女楽しめる真庭へ！
2-A班 理想と課題 守りたい、知ってもらう、社会保障、誘致

提案 地元から出た人を地元に帰ってくるように呼びかけ、SNS等の活用、自然を
PR する

キャッチフレーズ SNS で伝える真庭の最大の魅力
2-B班 理想と課題 自然環境の保護、子育て環境→男性参加、教育を最先端にする

提案 自然にふれることで子供たちの心を豊かにする、昔からの風習を壊す、人とつな
がる

キャッチフレーズ 人と自然とふれあい新しい価値観を育む教育

子育て環境意見のまとめ（方策）
【複数の班共通】
・男性の育児参加
・心の豊かな子どもを増やすため、自然とふれあえる施設を整備
・昔からの風習にとらわれない「新しい価値観」の創出につながる教育・啓発の実施
【1 つの班】
・仕事場に保育施設を併設
・保育にボランティア活用
・人と自然のふれあいそのものが最先端の教育（これも新しい価値観）であり、促進する

1-C班 理想と課題 病院同士が連携できている、医療の設備を増やす、高齢者が暮らしやすい
提案 老人ホームを増やす、訪問看護を行う、汽車とまにわくんの便数を増やす
キャッチフレーズ 安心して長生きできるまにわの医療体制

1-D
班

理想と課題 災害が少ない、医療器具がそろっている病院、交通機関、スーパーなどがたくさ
ん、交通の便が悪い、子育てしやすい

提案 なし
キャッチフレーズ 住みやすく帰ってきたいと思える真庭創り

2-C班 理想と課題 医療の人手不足、人々が長生きできる、気軽に相談ができる施設作り
提案 食に関する行事、ウォーキング・ランニングなどの大会を行う

市役所に相談を出来る所を作ったら良いと思う
イオン等の大型ショッピングモールをたてて人を増やす
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③仕事場

キャッチフレーズ 全ての人が健康で充実した安心して暮らせる真庭の医療作り
2-D
班

理想と課題 人が集まって欲しい
提案 汽車の本数を増やす、大型のデパートをつくる、実習生の受け入れ病院を増

やす、仕事場の充実
キャッチフレーズ 充実した職場と暮らし 人が集まる真庭市へ

医療体制意見のまとめ（方策）
【複数の班共通】
・交通の利便性確保
・医療従事者不足や設備充実に対し、医療機関の連携をさらに高める
【1 つの班】
・災害が少ない特性を活かす

3-A 班 理想と課題 魅力ある町、若者、住み安さ、自然、仕事を見つけやすい
提案 6次産業、自然にふれてみる
キャッチフレーズ みんなが住みやすく若者が魅力を感じられる町

3-B班 理想と課題 真庭の良さを生かした仕事、自然を生かして働ける場所
誰でも簡単に仕事を見つけれるようにしたい、職種が少ない

提案 商品を作って仕事にする、イベント、SNS の活用、交通機関を増やす、技術を
生かす

キャッチフレーズ 真庭の良さを生かし、発信する！！
4-A班 理想と課題 お店が少ない、交通の便が悪い、外国人との交流できる場

提案 空き家、５分に１本、交流できる施設
キャッチフレーズ 真庭を便利に、空き家を再利用してみんなが交流できる場所をつくろう！

4-B班 理想と課題 高齢化、交流、少ない
提案 安全安心、家を貸す、子どもの教育費等を市が負担する、長年住み続ける事に

よる優待のようなもの、制度、安全面、安心
キャッチフレーズ 安心安全な暮らしと制度

5-A班 理想と課題 地域の格差をなくす！高齢者の遊ぶ所（家の近く）
交通機関の連携（バスの方が合わせる）

提案 川と山を利用する、動物と触れあえる、アプローチ、自然利用、キャンプ場
キャッチフレーズ 田舎ノ SHIBUYA！

5-B班 理想と課題 ショッピングモール、イベントをたくさん開催、仕事場
若い人が楽しめて集まれる場所、交通、イベント
誰でも働ける仕事場、若い人がたくさん集まれる場所
働く場所、小さい子が遊べる場所、友だちと集まれる場所
若い世代が楽しめる、車がないと不便、使いやすい交通手段

提案 有名な企業などとコラボ、老人も若者もみんなが働ける大きな会社を作る
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〇普段の生活・住居・商業施設

空き家をきれいにして活用する（住居、仕事場）、交通手段を増やす
バスの便を増やす

キャッチフレーズ 市民が便利で住みやすい町

仕事場意見のまとめ（方策）
【複数の班共通】
・空き家の活用
・交通の利便性確保
【1 つの班】
・6 次産業の育成
・田舎のよさを逆手に取る→田舎ノ SHIBUYA！
・若者が集まれる場所の確保・整備・誘致
・地域格差をなくす

3-C班 理想と課題 遊べる所、お店を増やす、公園を増やす
提案 古い公園を活用、地域の祭りを増やす、空き家活用
キャッチフレーズ 地域で交流を深める！

3-D
班

理想と課題 服屋、スポーツ施設、コンビニ、バス、汽車
遊べる所、スポーツ、バス、電車、大型ショッピングモール、交通機関、娯楽施
設

提案 30分に 1本は汽車を走らせる、空き家、森林、空き地、スポーツ用品店、環
境保全、バス乗り場・駅、大型ショッピングモール、サンプラ、カラオケ、ゲーセン

キャッチフレーズ 今あるものを生かし、若者が楽しめる娯楽施設をつくる
4-C班 理想と課題 「まち」のサポート、再生可能エネルギー、公共交通機関

提案 子育て中の方々に対する制度づくり（子育て支援）
ゴミの分別、ゴミ拾い、木を使うことが多い→木を植える
使わなくなったものを再利用する

キャッチフレーズ エコで子育てしやすいまち真庭
4-D
班

理想と課題 まにわくんの時間をもっと増やしてほしい、大きいショッピングモールがほしい
空き家が多い、娯楽施設が少ない

提案 なし
キャッチフレーズ 皆が帰ってきやすいまにわづくり！

5-C班 理想と課題 施設、有害鳥獣、公共施設、映画館、交通機関
汽車の本数を増やしてほしい（バスも）

提案 使っていない場所を使う（山、耕作放棄地）、ジビエ料理、真庭市の長所
キャッチフレーズ 自然を活かす新たなる町まにわ

5-D
班

理想と課題 学生が放課後気軽に遊べるような場所がほしい（勉強場所、マクドナルド、ス
タバなど）→土地がないなら空き家などを使わせてもらう
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５．全体の講評
・高校生は真庭市の抱える課題を的確に把握している。
・高校生の意見に悲壮感は無く、真庭市に好意を持っており、地域をよくしたいとの思いがある。
・そのため、高校生の意見は概ね前向きである。その理由は、若さゆえの楽観性、SNS 等により地域としての孤
立感が少ない、または、真庭を離れる気軽さがある等が考えられる。

・4 つのテーマ毎に意見交換したが、4 つのテーマで共通する意見（方策）は以下のとおりである。
① 交通の利便性確保
② 若者が集まれる場所の確保・整備・誘致
③ 昔からの風習にとらわれず、田舎のよさを逆手に取るという「新しい価値観」の創出を目指す

遊園地などの若者が行きたくなるような所がいっぱいある
川にゴミを捨てている、川が汚れる、川にゴミを捨てないようにする
お互いに意識をする

提案 小規模なものを作る→空き家を活用する
観光名所を PR する（SNS などで）

キャッチフレーズ 空き家を活用して真庭のデメリットをメリットに
5-E班 理想と課題 生き物が多い、遊具がある公園が少ない、リモートワークが普及してない

避難所がある、災害が少ない
提案 空き家を再利用する、ポイ捨てをなくす、公共交通機関の便数を増やす

遊具がある公園を増やす
キャッチフレーズ 田舎こそ最先端！～生き物と人が暮らしやすい場所～

普段の生活・住居・商業施設意見のまとめ（方策）
【複数の班共通】
・今あるもの（自然）、使っていないもの・場所（山、耕作放棄地、空き家、空き地）の活用
・交通の利便性確保
・若者が集まれる場所の確保・整備・誘致
・ごみ管理の徹底→河川へ捨てない
・人が集うため、子どもが活き活きするため、遊具のある公園を増やす
【1 つの班】
・再生可能エネルギーの活用
・田舎のよさを逆手に取る→田舎こそ最先端！～生き物と人が暮らしやすい場所～
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総合計画・雇用創出部会 第１回市民ワークショップ
時間 令和２年７月20日（月） 18：30～21：00
会場 真庭市役所 ２回大会議室

１．開会・あいさつ・真庭市の状況説明
ＵＩＪターンを経験した市民8名の参加のもと、総合計画・

雇用創出部会 第１回市民ワークショップが開催されました。
新田部会長（産業観光部）の開会あいさつに引き続き、平
澤主査（産業政策課）、道下主任（林業・バイオマス産業
課）より真庭市の市民ワークショップの背景、主旨及び進め方
等の説明がありました。

２．ワークショップ
ＵＩＪターンを経験した市民と市職員を中心に、事務局を加えた４人構成の５班に分かれ、意見交換を

行いました。１時間半のワークショップを通じて、真庭市における雇用創出について意見を出し合い、現状の課
題とその対応策についてクロージングを班ごとに行いました。

３．各班のクロージングのまとめ
１班
・公共交通が不便であったり、新しいモノや刺激が少ないといった課題があるものの、そこまでの田舎ではなく、生活
をするには不便がないという意見で一致した。

・都会にはない「ゆるさ」があり、若者がチャレンジできる土壌があるので、そこを伸ばしたい。真庭市には、チャレンジ
を支援する体制や発信力といった潜在能力がある。

ワーキングの様子① ワーキングの様子②

開会あいさつ
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・人口の引き留めや定住だけにこだわるのではなく、人の「流動性」を大事にする視点があってもよい。流入も流出
も多いまちは、魅力があると言える。

・一方で、地元の伝統文化を大事にしている人がおり、それも守っていきたい。

２班
・市内外の多くの若者が農業に興味を持っていが、取っ掛かりがないことや、ハードルが高いため挫折する人が多く、
市の資源を活用しきれていない。そこで、農地の賃借制度（クラインガルテン）により農業を始める機会を提
供したり、地域農業の企業化によりリスク分散する制度をつくり農業のハードルを下げる等により、若者が農業を
始めやすい環境づくりができるのではないか。

・市外で生活する真庭市出身者の多くが地元に戻りたいと思っているが、決断するきっかけやタイミングがないことと
が問題となっている。

・子どもの頃からの“良い”教育が必要となる。現代社会では、ネット環境の急速な発展に伴い、大都市圏からの
情報が流れ込んでくる。それに対し、地域の情報発信力が劣っており、地域の魅力を若者に伝えきれていない。
そのため、家庭や企業、生産者から、市内で暮らす子どもたちに対して将来も地域で暮らしていくイメージを教
育していく仕組みが必要。

・I ターンの需要を見出す職場、企業づくりが重要となってきている。資源は十分にある。現代の状況に即し、その
資源をうまく産業ベースにリンクさせるための一次産業、二次産業の仕組みを作っていかなければならない。

３班
・そもそも「真庭には雇用がない」という先入観が市民、特に若者の中に根付いているところに大きな問題があると
思われる。

・真庭市内には大学など高等教育機関がなく、ほとんどの人が一度は市外へ転出してしまうが、成人式や祭事で
若者が地元へ帰省した際に、地元企業による会社説明会やリクルートを行うなど、的を絞ったＰＲ活動があっ
てもいいのではいか。

・真庭にはサービス産業以外にも、林業や酪農、農業、近年ではバイオマスによる新しい産業など多様な雇用の
選択肢があるという強みをもっと積極的に若者にアピールすべきと考える。

・市民は市外で就職し、ＵＩＪターンで再就職した人に対し、はじめは好奇心や警戒心の目で見がちだが、それ
は一時のことであり、その壁を乗り越えれば、皆とてもフレンドリーに接してくれ、大変住み心地が良くなるまちで
ある。

【キーワード】：「新しいモノや刺激」、「チャレンジを支援する体制」、「発信力」、「“流動性”を大事にする視
点」など

【キーワード】：「農地の賃借制度（クラインガルテン）」、「地域農業の企業化」、「真庭市への移住を決
断するきっかけ」、「子どもの頃からの“良い”教育」、「現代の状況に即した一次産業、二次
産業の仕組み」など

【キーワード】：「“真庭には雇用がない”という先入観」、「成人式や祭事で帰省する若者への企業ＰＲ活
動」、「バイオマスによる新しい産業」、「多様な雇用の選択肢がある」、「積極的に若者にア
ピール」など
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４班
・課題よりも強みの意見が多く、真庭、特に勝山の魅力や住みやすさが伝わってきた。
・若者の出会いが少ないことが課題が挙げられた一方で、登山など休日には積極的に活動されており、こうした若
者の活動を出会いの場づくりにつなげる事業を期待したい。
・真庭のことは、良く認識しているつもりであったが、それぞれ違った真庭の感じ方があり、勉強になった。今後の取り
組みの参考としたい。
・就職で倉敷から真庭に来たが、今回の機会を通じて、私自身、勝山が好きなことを改めて実感した。友人から
仕事の悩みなど相談されると「真庭に来なよ」と自然と出てくる。ちょうど良い田舎ぐあいで、住みやすいと思う。
・社会人になって、付き合うコミュニティが限られていたが、今回、普段話すことのない方々と話ができて良かった。こ
うした機会を多く設けてはと思う。
・真庭に長く暮らしていると、悪いところばかりを見てしまうが、良いところの話が聞けて良かった。

５班
・一度故郷を離れてこそ、故郷の良さがわかる。
・若いうちは外に出て勉強し、そこで社会人となり、その後真庭に戻ってきていただいて、その経験を真庭で活かし
てほしい。

・出会いの場、仕事の場づくりの必要性を再度認識した。
・蒜山、さらに真庭は人間関係が豊かで、「良いまち」である。真庭の良さを、地元の人は知らない。
・「課題」より「強み」が多くあり、想像通りであった。
・真庭には、真庭が好きな人が住んでいる。
・「真庭が好き」で帰ってくる人もいれば、「真庭が好き」だけれど帰って来れない人もいる。帰ってきたい人を支援す
る必要がある。

・私自身に真庭・蒜山の「課題」や「強み」で、見えていないところが多くあった。気づけたので、今後役立てたい。

【キーワード】：「登山等のレジャー系資源を活用した出会いの場づくり」、「ちょうど良い田舎ぐあい」など

【キーワード】：「真庭市出身者の技術力を活用する機会の提供」、「帰ってきたい人の支援」、「仕事の場
づくりの必要性」など



第1回交流・定住部会 市民ワークショップ
「農山村の空き家活用についてトコトン語ろう！」

１．開催日時：令和２年７月16日(木) 11:00～14:00
２．開催場所：えがお商店(蒜山下和1949-2 )
３．出席者：25名

４．市民ワークショップの目的
‣ 農山村にある空き家は都市部に比べ不動産
価値が低く、交通が不便といった問題を抱えてい
る。一方で、隣人との距離が保てる、近くに小さ
な家庭菜園があるといった、農山村特有の価値
を見出すことも可能である。
市民ワークショップを通じて、地域にある「空き

家」を地域の「資源」とみなして、これからの空き
家活用について市民・行政・民間企業等の中で
情報交換を実施することが目的である。

５．市民ワークショップの内容
■第１部 「ゲストによる空き家活用に関する紹介」
(１)二川地域の空き家活用に関する紹介

‣ 二川地域では平成28年度より、元気な二川の実現を目指し、「魅力発見活用事業」に取組み、
ワークショップの開催や人口減少に歯止めをかける方策として、「移住・定住再生づくり」に取組んで
いる。令和元年に2件の移住に関する問い合わせがあったが、家屋の紹介のみでとどまっている。今
後、問い合わせがあった場合には、宅建業者と連携し、移住に向けた準備を進める。

ゲスト

二川ふれあい地域づくり委員会 遠藤正明

グランパ美甘 稲田文夫

中和地域づくり委員会 大美康雄

ファシリテーター

松屋館 小林環加奈

はにわの森 大岩功

参加者

空き家の利活用に取り組んできた市民や業者、空き家の利活用をやってみたい方など



‣ 昨今の新型コロナウイルスの影響により、「ふたかわの味宅配便事業」を終了し、「魚のつかみ取り」
イベントは今年の開催を中止とした。

(２)美甘地域の空き家活用に関する紹介

‣ 任意団体で設立した「グランパ美甘」として、「地域の空き家を守り利活用につなげる事業」として
美甘地域の空き家実態調査を実施した。その結果、117 軒の空き家が見つかり、把握した空き家
の内、老朽段階に応じて分類を実施した。事業を進める中で、「美作国創生公募提案事業」を活
用し、予算規模約150万を活用し、パンフレットやホームページを作成した。

‣ また、空き家を管理する観点から、月額支払いの１年契約で空家の管理を依頼できるプランを作
成した。その中で、施設入居で空き家になり管理を受託している物件もある。

(３)中和地域の空き家活用に関する紹介

‣ 平成 26年から取組みを始めている「中和いきいきプロジェクト」を進めるにあたり、全世帯を対象
に「住民アンケート調査」を実施した。その結果、全体の 8割が移住者の受け入れについて前向き
な意見が見受けられたため、地域づくり活動を実施した。
‣ 中和が元気でよくなる(活性化)について以下の方針をもとにプロジェクトを進めている
①「中和小学校」の存続が可能な子どもの人数を維持できる、世代バランスを形成
➡移住・定住を推進

②いまある資源(農地や里山林、観光施設など)を活かし、地域経済を回す様々な「稼ぎ」を創出
➡地域経済の活性化、雇用創出

③多様な働き方、心の豊かさを感じられる暮らしができる魅力ある地域づくり
➡様々な人たちにとって、居心地の良いコミュニティの形成

‣ 中和における移住・定住対策を進めた結果(約5年間の成果)、再生・利活用された空き家はえ
がお商店も含めて、16軒となっている。移住・定住された方はUターンも含めて、16世帯となっている。

■質疑応答
質問：空家所有者の中で、無償で譲渡する方はいるのか？
回答：今のところいない。基本的に、空き家の修繕、維持費もかかるため、賃貸料を安くても設けてい

る場合の事例が多い。

■第２部「参加者による空き家活用に関する意見交換会」
参加者の中で、「移住者」、「空家の成功事例」、「空家の活用」等についてアイデア等の情報交換を
実施した。

参加者の主な意見
●蒜山の民家について、手放したいという方がおり、ホームページ等で、活用したい方を募っていた。



この民家について、山陰地方に居住している方で、民家をリフォームし、地域住民の方と集えるサロ
ンをつくりたいという方もいた。
●美甘地域に住んでいる 10 人家族の方は、「地域のつながりがよく、周辺住民の方々が、様々な
ことを手助けしてくれており、地域になじめている」とおっしゃっていた。
●家の片付けを依頼された際に、価値のあるものは片付け時に分別・捜索し、回収した場合に、作
業費を超えて、お客様にお金を支払う場合もある。

●二川地域では、空家所有者の内、無償で譲渡しても良いという方が、ホームページに記載の 7
軒の空き家の内、2軒が無償でよいと言われている。

●空家予備軍について、2年、3年後に空き家になりそうな家について、各家庭で元気なうちに、将
来のことや相続等について相談を進めることが重要である。

図 意見交換会の中でのキーワード

地域性 サポート お片付け すぐに使える家 風通し 管理

会社員：人間味のある暮らし、身のたけにあった暮らし

蒜山の平屋：サロンなどもしてみたい

美甘の10人家族、環境に溶け込んでいる

自営業のお客さん、初期投資は避けたい

空き家：タダでもよい

空き家予備軍：元気なうちに各家庭で、将来について相談

動けるヒト よく考えているヒト 静かに暮らしたいヒト アパートでいいヒト

ヒトイエ



交流・定住部会 市民ワークショップ

「まにわ はは ミーチング」 ・真庭×母
・真庭×ワハハ（笑）
・ワハハ（笑）×母

１．開催日時：令和２年７月18日(月) 10:00～12:00
２．開催場所：落合総合センター ２階和室
３．出席者 ： ・ファシリテーター：池田恭子さん

・アシスタント ：藤本一志さん（交流定住センター）
・参加者 ：子育て中のお母さん 10人
・事務局等 ：7人程度

４．「まにわ はは ミーチング」の目的と概要
‣子育て世代の女性の視点からの意見を今後の取組みに活用することを目的としています。
‣「住み続けたいと思えるまち」をテーマに、理想の真庭の暮らし、趣味や特技を地域で活かしな
がら充実した毎日を送れる「まち」とは、どんなまちなのか、意見交換を行いました。

５．「まにわ はは ミーチング」の内容
■ 自己紹介
‣「まにわ はは ミーチング」の主旨説明の後、1人、1分程度で、出身地や真庭に来られた経緯、
お子さんのこと、真庭でおすすめの場所など、自己紹介をしました。

■ 「2人1組でのインタビュータイム」
‣子育て中のお母さんたち10人が、2人1組の5組に分かれて、お互いに「普段の生活や楽しみ」
「真庭の好きなところ」「困っていること」「理想の真庭の暮らし」などをインタビュー形式で取材し
ました。



■インタビュー結果の紹介と意見交換
‣「もぐもぐタイム」の後、ファシリテーター（池田恭子さん）の進行で、インタビュータイムでの取材
情報を皆さんに紹介しつつ、意見交換を行い、模造紙に意見をとりまとめました。

‣お母さんたちの意見から、理想の真庭の暮らしに向けたフレーズして、「ママの多彩なくらし、満
喫中！もっと良くなるには、使えるメディアで、正しく、量のある情報を！」が挙げられました。

【お母さんたちからの主な意見】
●道の駅やホームセンターなどで、生活必需品は揃う他、山や畑で食材も調達でき、ガーデニ
ングや自然も満喫できて、日常生活には満足している。実家との距離感も住みやすい。

●子どもたちが、地域の皆さんに挨拶する習慣（帰りました！）など、地域での子育て環境に
恵まれている。一方、近所の方との距離感が近すぎて、都市とのギャップに戸惑うこともある。
●子どもの遊び場として、自然環境は豊かな反面、身近な公園が少ない。また、小児科や整
形外科、夜間診療などの専門医療の不足や、緊急時に誰に相談したら良いか知らない。

●大人たちが、「真庭には何もない」と言い過ぎ、もっと真庭の良いところを伝えていく必要がある。
小学校単位で「わが町探索」などを行っているが、全市での紹介や情報発信も必要である。

●真庭には南部から北部にかけて様々な暮らし方があり、自分にあったライフスタイルの選択が
可能である。女性の働く場の多様化や環境の充実も不可欠で、子育てと仕事が両立でき
ればと思う。

●様々な情報があふれる中、必要な情報が入手できない、情報が届かないことが多々ある。
保護者関係では、グループラインに移行されてきている。確実な伝達方法として学校からの
プリントは保護者に必ず伝わる。暮らしやすい環境として、情報の入手、発信が一つのポイン
トである。
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子育て・教育部会 市民ワークショップ
時間 令和２年７月20日（月） 10：00～11：30
会場 久世公民館 大ホール

１．開会・あいさつ・真庭市の状況説明
市民 13名の参加のもと、第１回 子育て・教育部会 市

民ワークショップが開催されました。岸本部会長（健康福祉部
長）の開会あいさつに引き続き、石田課長（子育て支援課）
より真庭市の人口の状況や今後の見通し等についての説明が
ありました。

２．ワークショップ
「子育て班」と「教育班」の2グループに分かれ、意見交換を行いました。１時間ほどのワークショップの後、各グ

ループで出し合った意見の発表がありました。

ワーキングの様子 発表の様子

開会あいさつ
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３．グループ発表
（１）子育て班

「子育て班」では「私が住みたい子育てにやさしいまち」をテーマに、意見交換を行いました。
子育てでは、「子供の遊び場」に関して、歩いて行ける場所に公園が無い、水で遊べる公園が欲しい等の

使える公園が少ないことや、スポーツ施設を充実して欲しいといった意見がありました。
「出産」に関しては、出産時や産後における支援等の情報が少ないことがあり、産後ケアのサポート情報や

産婦人科の情報等をもっと知らせて欲しいという意見がありました。さらに、「いきいきサロン」のような子どもも親
も楽しめる場所をもっと増やして欲しいという意見もありました。
「教育」に関しては、おむつを捨てるためのごみ袋や医療費の無料化等の行政サービスの充実や、個々のニ

ーズの沿ったスクールバスの運行等の子どもの安全対策、放課後のこどもの居場所作りのために学童よりハード
ルの低く預けやすいサービスが欲しいという意見がありました。
人材面では、学校内外で子どもを教えることのできる指導者の育成や専門講師を招く等の対策をして欲し

いという意見がありました。
また、真庭市の魅力を生かした自然の中での教育や子どもが常識に捕らわれず、柔軟は発想で教育を受

けることができる環境づくりが必要である等の意見がありました。

（２）教育班
「教育班」では、「真庭の魅力を生かす、子どもと大人の共育」をテーマに、意見交換を行いました。

きょういく

現状の取組みについて整理しながら、今後するべきことについて意見交換しました。現状の取組みとして、地
域資源の見直しや、地域の魅力の再発見、地域と協働したふるさと学習等がある中で、今後するべきこととし
ては、地域を盛り上げるために人とのつながりを増やすことが必要だという意見がありました。
これに向けた取組みとして、若い人を呼びこむために大学をつくること、豊かな自然や地元の産業、農業、物

づくり等を活かした体験学習、やりたいことを達成するための場所づくり、イベントの開催等が提案されました。さ
らに、地域力を生かし「真庭でしかできないこと」を考えることや、食文化を生かした食育の充実等が必要だとい
う意見がありました。

【キーワード】
「情報」、「病院の充実」、「お母さんのケア」、「交流」、「公園」、「人材」、「魅力を生かした教育」など

【キーワード】
「現状の取組み」、「人とのつながりを増やす」、「若い人を呼び込む」、「体験学習」、「やりたいことを達成する
ための場所づくり」、「地域力を生かす」、「食文化を生かす」、「イベントの開催」など
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まちづくり部会 市民ワークショップ
時間 令和２年７月17日（金） 19：00～21：00
会場 久世公民館 大ホール

１．開会・あいさつ・真庭市の状況説明
市民約 15名の参加のもと、第１回 まちづくり部会 市

民ワークショップが開催されました。頭山部会長（建設部
長）の開会あいさつに引き続き、まちづくり部会 PT各担当
課（都市住宅課、くらし安全課）より真庭市の人口の状
況や新たな総合戦略に向けたまちづくり部会での施策案や
今後の見通し等についての説明がありました。

２．ワークショップ

ワークシッョプでは、テーマ：若年層～青年層の転入拡大・転出抑制（新たな戦略事業を考えよう！）
と題し、参加者を、A班：真庭の「顔」づくり（駅・IC・トイレ）、B班：土地利用（空き家・農地）、C
班：新たな公共交通体制の構築という３つの議題班に分かれていただき、意見交換を行いました。１時
間ほどのワークショップの後、各グループで出し合った意見の発表がありました。

３．グループ発表

（１）A班：真庭の「顔」づくり（駅・IC・トイレ）
「A 班：真庭の「顔」づくり」では、事務局より提案の２事業に対し、「玄関口となる駅」、「高速道路

の IC」、「公衆トイレ」の視点から【追加アイディア】と【今後の展開と市民参画のあり方】について、意見交
換を行いました。
「玄関口となる駅」については、もっと明るくウエルカム感の演出、シンボル的な桜の植栽、高校生へ向

ワーキングの様子 発表の様子

開会あいさつ
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けた情報発信の拠点、JR とタイアップによる取組など、にぎわいの創出やイメージアップに向けたアイディア
が出されました。
「高速道路の IC」に関しては、高速バス用の玄関口としてバス停の整備と充実、自家用車でも利用し

やすい駐車場の確保などの利便性の向上に向けた意見がありました。また、真庭の玄関口として、きれい
でシンプルな中で観光 PR が重要で、落合 IC だけでなく、北房 IC など他の IC 周辺でも観光 PR の情
報発信が必要との意見がありました。
「公衆トイレ C」に重要な要素として、清潔感、車で立ち寄りやすいこと、わかりやすい案内サイン（ピク

トグラム）などの配慮事項に関する意見があがりました。また、トイレにサイクルターミナル機能を備えた拠
点として活用するといったアイディアが出されました。
その他、「玄関口となる駅」、「高速道路の IC」、「公衆トイレ」の共通事項として、地元住民やボラン

ティアによる適正な維持管理が不可欠であり、助成や表彰制度などの意識啓発や活動支援に加え、地
域づくりの一環としての展開が必要との意見がありました。

（２）B班：土地利用（空き家・農地）
「B 班：土地利用（空き家・農地）」では、今後のまちづくりにおける土地利用（空き家・農地）で

の「効果的な空き家の除去方法」、「宅地の利活用」、「農地の活用」、「人材の活用」、「資源循環」な
どにおける【追加アイディア】と【今後の展開と市民参画のあり方】をテーマに、意見交換を行いました。
「効果的な空き家の除去方法」、「宅地の利活用」では、家屋を所有する当事者の不安解消の手段

が必要であることや、従来の空家バンクなどのシステムの追随だけでは、本当のニーズが掘り起こしにくいと
いう意見がありました。また土地、建物の相続や売買など手続きをわかっていない人が多い中、スムーズな
流通や維持管理に向けどのように支援していくか、また所有者の売買や譲渡等の意向など個人情報の
壁を地域内でどうクリアするかといったことが課題であるという意見がありました。
「効果的な空き家の除去方法」、「宅地の利活用」、「農地の活用」を進めていく上では、所有者自身

ががまちづくりや空家、農地活用に理解を高める仕組づくりが必要である事、「人材育成」として地域を知
るコーディネーター育成や行政と地元の正しい情報共有など【地域ごとで最適に空家や土地を活用できる
体制と組織づくり】が最も重要であるという意見がありました。また、「農地の活用」を進めていく上では、滞
在型クラインガルテンや参加型市民農園などの【新しいクラインガルテン】の実現に向けた試みを、農業を
教える人材やＩＣＴを活用した情報発信を進めつつ、行政だけでなく市民もプランづくりに参画しながら
進めていく必要があるという意見がありました。

（３）Ｃ班：新たな公共交通体制の構築
「Ｃ班：新たな公共交通体制の構築」では、今後のまちづくりにおける新たな公共交通体制の構築で

の「地域による運行」、「出会いの場創出」、「貨物輸送」などにおける【追加アイディア】と【今後の展開と
市民参画のあり方】をテーマに、意見交換を行いました。
「地域による運行」では、まにわくんの活用についてイベント・買い物等に合わせた運用や観光地との往

【キーワード】：「イメージアップ」、「にぎわい」、「利用のしやすさ」、「適正な管理」、「観光 PR」、「情報発
信」「真庭の玄関口」「きれいでシンプル」など

【キーワード】：「地域ごとで最適に空家や土地を活用できる体制と組織づくり」、「体制組織」、「人材（専
門的）」、「情報共有」、「知識」、「市民もプランづくりに参画」など
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復便、自治会への車両貸し出しといった地域の活性化に資する活用方法についてアイディアが出されまし
た。また、今後の高齢化対策として、乗合タクシーの運行や病院への移動の利便性向上、介護関係者
を運ぶ役割などを期待する意見がありました。
「出会いの場創出」では、婚活パーティーや高校生による企画といった、車内空間を活用した若者向け

イベントの開催、車を運転しない人でも芸術活動等の文化交流の機会を持てる交通手段の確保につい
て意見がありました。
「貨物輸送」では、あぐりネットワーク事業との連携により生産者からの農産物を販売所へ届ける貨客

混載の取り組みをさらに発展させ、移動販売や食料品の配達等により買い物難民の解消を推進する取
り組みを求める意見がありました。
その他、タクシーや高速バスといった他の交通機関との連携による利便性の向上や利用料金への補助

を求める意見、車内掲示を活用した防犯・防災の呼びかけや真庭市のＰＲを推進すべきといった意見、
未来に向けてはスマートフォンによる予約システムや自動運転といった新しい技術に期待する意見がありま
した。

【キーワード】：「高齢化対策」、「婚活」、「買い物」、「利用料金補助」、「防犯・防災」、「観光」、「移動
販売」、「連携」、「未来」など
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■ 総人口　：3.4万人程度を維持
■ 年齢4区分別人口構成比 
　　　　　　　 ：2010年と同程度を維持

■人口減少社会の中で、将来にわたって、
現役世代が安定して子育てをし、高齢者
を支えることのできる人口構造を維持する
ことを目標とします。

年齢４区分別人口構成比の目標

年少人口（0~14歳） 12％前後

生産年齢人口（15～64歳） 50％前後

高齢人口（65歳以上） 40％前後

出産年齢女性人口 15％前後

実現するために

2040年の人口目標

真庭市人口ビジョン（案）　（2015年国勢調査を反映）

真庭市の目指すべき将来人口のあり方：人口構造バランスの長期的な安定化

1

実現に向けた施策 目標 施策効果 
①子育て環境整備 ・2040年までに出生率を2.1まで上昇 年間250～300人程度の出生数を維持 
②若年層から子育て世代の女性の
　転入促進（転出抑制） ・若年層～子育て世代の女性の人口増加 女性の転入数を１割程度向上 
③若年層（10代後半～20代前半）
　の転出抑制 

・転出抑制 
・Uターン促進 年間25人程度まで段階的に転出減 

④青年層（20代後半～30代前半）
　の転入促進 

・転入拡大 
・UIJターンの促進 年間30人程度まで段階的に転入増 

⑤子育て世代（30代～40代）
　の転入促進 

・子育て世代の転入拡大（転出抑制） 
・UIJターンの拡大、経済的事情(転職等)に
よる転出抑制 
・子ども連れ家族世帯の転入拡大 

・子育て世代：年間20人程度まで段階的に転入増 
・家族世帯：年間１組程度の転入増 
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I．人口ビジョン改訂の考え方
１．改訂の背景

真庭市では、「第２次真庭市総合計画」との整合を図りながら、今後目指すべき将来の方向と将来展
望を示すため2015年に「真庭市人口ビジョン」を策定し、これを基に「人口減少の克服」と「地域の活性化」
に向けた施策を推進してきました。

こうした中、2018 年に国立社会保障・人口問題研究所（以下、「社人研」という。）が「日本の地域
別将来推計人口」を公表しました。これは、2015年10月の国勢調査の結果を基に、将来の人口を推計
したものです。この推計を踏まえ、国は 2019 年に「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン」を改訂し、今後の目
指すべき将来の方向を提示しています。

国の「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン」においては、日本全体の人口問題である「東京への過度な一
極集中」と「人口減少」の是正の必要性が挙げられています。

また、2018 年の社人研による将来人口推計と、2015 年の真庭市人口ビジョンに掲げた真庭市独自の
将来人口目標である「市独自目標」における、2040 年の年齢別人口を比較すると、10 歳代後半から 20
歳代前半の若年層や、20 歳代から 40 歳代までの子育て世代の人口が減少し、社人研による推計と「市
独自目標」との乖離がより大きくなってきています。

図表 1 社人研推計と市独自目標（2015 年）の年齢別人口の比較

※国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（2018 年推計、2013 年推計）」

真庭市の総人口は、2015 年に策定した人口ビジョンの予測の範囲内で推移しているといえますが、その
人口構成をみると、特に若年女性層の転出超過の加速が顕著であり、出生数の減少と高齢化、年齢構成
や男女比のアンバランス等が予想を超えて進展しており、引き続き人口問題は真庭市の将来を考える上で
重要な要素となっています。

こうした状況を踏まえ、最新の将来推計や上位計画等を勘案しながら、改めて真庭市の人口の現状を把
握したうえで、今後の目指すべき将来の方向と展望を示すため、「真庭市人口ビジョン」の改訂を行います。

❏ 最新の将来推計を踏まえながら、真庭市の人口の現状を把握したうえで、今後目指
すべき将来の方向と展望を示すため、改定を行います。
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２．改訂の考え方

人口減少が進めば、地域経済の衰退を招くばかりでなく、地域におけるコミュニティや生活文化、誇りの喪
失など、ひとの暮らし全般にも大きな影響を与えます。

さらに、今後予想される社会保障費や都市インフラの老朽化対策などの行政需要の増大に対する計画
的・安定的な施策推進に向けても、目標とする人口の維持とともに、早期に年齢構成や男女比率等の人
口の質を改善し安定化させることが重要となっています。

こういった人口減少の社会的インパクトを抑えるためには、UIJ ターン者の獲得や市内での就業促進など
による社会動態の改善とともに、個人の希望を尊重することを基本とした出生数維持にも取組み、人口減
少のスピードを可能な限り緩やかにしていく必要があります。

人口減少のスピードを抑制する具体的な取組としては、働く場所の創出や住環境の向上、社会福祉の
強化、健康長寿の推進等、日々の暮らしを充実させ、総体的な地域価値を向上させる施策を幅広く行っ
ていく必要があると同時に、現在の右肩上がりの成長や拡大を前提とした社会構造及び価値観を、一定の
適正な人口規模への収束を念頭に、安定や持続、成熟志向に転換・変革し、人口減少を逆に豊かさに
つなげていくという価値観の転換が必要となっています。

今後は、真庭市民自身が、誇りをもって真庭市で暮らすこと、皆に居場所があること、自らが「活動人口」
になり真庭に共感する人たちを「関係人口1」として迎え入れることで実質活動人口の維持を図るなど、人口
減少を「一人ひとりの存在感や重みが増す」と捉え直し、「一人ひとりの価値（価値人口）」を増すことで、人
口減少による社会的課題を克服する方針へと転換していきます。

こうした観点から、人口ビジョンの改訂にあたっては、人口や年齢構成等の定量的な目標は維持しつつも、
人口そのものに対する考え方を「人口の質的向上」へと改め、さらに、出生数と相関関係の深い若年女性
人口の維持対策を重点目標と位置付けることとします。

❏ 今後は、人口減少のスピードを抑制しながら、人口減少を豊かさにつなげていく
価値観の転換が必要となっています。

❏ 人口の考え方を「人口の質的向上」へと改め、若年女性人口の維持対策を重点目
標と位置付けます。

1 「関係人口」：移住した「定住人口」でもなく、観光に来た「交流人口」でもない、地域や地域の人々と継続的に
多様な形で関わる人々のこと
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II．人口ビジョンの位置付け

「真庭市人口ビジョン」は、「第２次真庭市総合計画」や国及び県のビジョンとの整合を図りながら、真庭
市の人口の現状を分析し、人口の状況と今後の見通しを明らかにして、真庭市に暮らす人々が人口に関
する意識を共有し、今後目指すべき将来の方向と将来展望を示します。

本人口ビジョンは、「まち・ひと・しごと創生法」に基づき、「真庭市まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定
するにあたり、「人口減少の克服」と「地域の活性化」に向けて効果的な施策を企画・立案する上で重要な
基礎と位置付けるものです。

図表 2 人口ビジョンの位置づけ

III．対象期間

真庭市のまちづくりにおける最上位の計画であり、将来に向けて持続可能な「まち」をつくるための「道しる
べ」となる「第２次真庭市総合計画」は、2040年を目標とし、「ひと」「まち」「市役所」の視点で、将来の姿
とそれに向けた役割を描いています。

したがって、「真庭市人口ビジョン」は、「第２次真庭市総合計画」との整合を図り、20 年後の 2040 年
を対象期間とします。

❏ 人口の状況と今後の見通しに対して、真庭市に暮らす人々が人口に関する意識を
共有し、今後目指すべき将来の方向と展望を示すものです。

❏ 「人口減少の克服」と「地域の活性化」に向け効果的な施策を考える上での重要な
基礎となります。

＜まちの将来像を示す最上位計画＞
第２次真庭市総合計画

基本理念

基本構想

基本計画
＜具体的施策・政策＞
第２期真庭市

まち・ひと・しごと総合戦略
具体的な

政策・施策・事務事業

真庭市

まち・ひと・しごと創生長期ビジョン国

岡山県人口ビジョン県

人口フレーム
真庭市人口ビジョン 2040年までの将来展望

施策等立案の基礎

❏ 「第２次真庭市総合計画」との整合を図り 20 年後の 2040 年を対象期間とします。
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IV．真庭市における人口の現状と課題
各種統計、将来推計等の分析から見えてくる、「現状と課題」を、市民と行政が正確かつ冷静に認識し

ながら、効果的な施策にともに取組むことが、人口減少の進度を抑える上で大変重要です。

（１）人口減少に加え、年齢構成の急激な変化により、まちの持続可能性の低下が懸念されます。

図表 3 真庭市の総人口の減少と人口構成の変化

※2015 年までは総務省「国勢調査」、2020 年以降は国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（2018 年推計）」

図表 4 真庭市の年齢３区分別人口の推移

※2015 年までは総務省「国勢調査」、2020 年以降は国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（2018 年推計）」

❏ 1990 年から急激な人口減少となっています。今後も人口減少が続き、2040 年の総人口は、
約 32,800 人（現在から約 3 割減少）になると推計されています。

❏ 生産年齢人口の減少、高齢人口の増加により将来、生産年齢人口約 1.08 人で１人の
高齢人口を支えることになります。
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年少人口割合 20% 12% 11%
生産年齢人口割合 64% 51% 46%
高齢人口割合 16% 37% 43%
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（２）自然減と社会減が続き人口を安定的に保つための社会的条件が弱まりつつあります。

【自然動態】
▶死亡数が出生数を上回る「自然減」が続いておりその差は拡大している。
図表 5 真庭市の「自然動態の」推移

※総務省「住民基本台帳人口移動報告」

【出生率】
▶県下では高めの出生率も低下傾向にある。
図表 6 真庭市の出生率

※岡山県「衛生統計年報」、岡山県「毎月流動人口調査」

【社会動態】
▶転出数が転入数を上回る「社会減」も続いているが、人の出入りは小さくなりつつある。
図表 7 真庭市の「社会動態」の推移

※総務省「住民基本台帳人口移動報告」

❏ 死亡数が出生数を上回る「自然減」及び転出数が転入数を上回る「社会減」が続いています。
❏ 合計特殊出生率（以下「出生率」という。）は、岡山県と比較すると高めですが、減少傾向にあ

ります。安定した出生率を確保していくための取組みが必要です。
❏ 社会的移動（人の出入り）が小さくなりつつある中、県内他市町への流出（転出＞転入）が

増加傾向にあります。
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図表 8 真庭市の地域間の人口移動の状況

※岡山県「毎月流動人口調査」
▶県内他市町への流出が増加傾向にある。

図表 9 真庭市の県内他市町村との人口移動状況（2014～2018 年の 5 年間の合計）

※岡山県「毎月流動人口調査」
図表 ９-1 真庭市の県内他市町村との人口移動状況（5 年間の傾向）

※岡山県「毎月流動人口調査」
▶真庭市からの流出数と真庭市への流入数が多い県内の他市町村の５年間の傾向をみると、流出傾向

にある市町村へは流出が続き、流入傾向にある市町村からは流入が続いており、大きな傾向の変化はみ
られない。
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図表 ９-2 真庭市の県内他市町村との人口移動状況（年齢層別 構成割合）

※総務省「住民基本台帳人口移動報告（2018 年）」
▶年齢別にみると、岡山市、倉敷市、総社市へは、進学後の就職と思われる20 歳代の転出が多く、鏡野町

へは 30～40 歳代のファミリー層の転出がみられる。転入では 30～40 歳代のファミリー層が多くなっている。

図表 10 真庭市の県外への人口移動の状況（2018 年）

※総務省「住民基本台帳人口移動報告（2018 年）」
図 10-1 真庭市の県外との人口移動状況（2018 年 年齢層別 構成割合）

※総務省「住民基本台帳人口移動報告（2018 年）」
▶年齢別にみると、進学後の就職と思われる 20 歳代の転出が多い。
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